
Table 16. 弁当及び定食実態調査期間中の操作ブランク及び検出下限値(ng/g)（機関Ｃ）
対象試料名 DEP DPrP DBP DPeP DHexP BBP DEHA DcHP DEHP DiOP DOP DiNP
弁当 blank 0.4 0.0 7.6 0.0 0.0 0.1 0.5 0.0 5.3 0.0 0.2 0.0

LOD1 0.3 0.0 14.7 0.1 0.1 0.3 2.6 0.0 13.0 0.0 0.8 0.0
LOD2 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.4 0.2 0.4 0.4 20 0.4 40
LOD3 0.3 0.2 14.7 0.2 0.2 0.3 2.6 0.4 13.0 20 0.8 40

定食 blank 0.2 0.0 3.8 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 2.7 0.0 0.1 0.0
LOD1 0.2 0.0 7.4 0.0 0.0 0.1 1.3 0.0 6.5 0.0 0.4 0.0
LOD2 0.05 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 0.2 0.2 10 0.2 20
LOD3 0.2 0.1 7.4 0.1 0.1 0.2 1.3 0.2 6.5 10 0.4 20

16試行の平均値。試料中濃度に換算した値（ng/g）。
LOD1は操作ブランク値の標準偏差の３倍.
LOD2はGC/MSの機械的な検出下限値(S/N=3)
LOD3はLOD1及びLOD2の大きい方。測定値の算出に使用したLODはLOD3である。
有効数字は、LOD1は小数点以下１桁までとした。LOD2は各化合物で異なる。

Table 17. 市販弁当中のフタル酸エステル類(ng/g）
DEP DPrP DBP DPePDHexP BBP DEHA DcHP DEHP DiOP DOP DiNP

弁当１ 0.4 ND ND ND ND 4.6 13 ND 3450 ND ND ND
弁当２ 0.3 ND 64 ND ND 277.2 1494 ND 2990 ND 3.6 83
弁当３ ND ND ND ND ND 12.0 72 ND 2550 ND 1.5 ND
弁当４ 0.6 ND 16 ND ND 2.3 18 ND 3150 ND 0.9 21
弁当５ 0.8 ND ND ND ND 2.1 833 ND 8930 ND ND ND
弁当６ 0.3 ND 45 ND ND 34.1 1192 ND 8920 ND 0.9 92
弁当７ 0.3 ND ND ND ND 8.1 546 ND 1950 ND 3.1 598
弁当８ 1.6 ND 21 ND ND 4.6 993 ND 7550 ND ND ND
弁当９ ND ND 43 ND ND 3.3 50 ND 3900 ND ND ND
弁当１０ ND ND 25 ND ND 17.9 190 ND 803 ND ND ND
検出量平均値* - - - - - 36.6 540 - 4420 - - -
製造日時より２４時間以内に試料液を調製した．
試料と同量の水を加え，50gサンプリングした．
DEHP検出量の有効数字は３桁とした．４桁目は四捨五入してある．
* すべての検体で検出された化合物のみ，検出量平均値を示した．

Table 18. 定食中のフタル酸エステル類(ng/g）
DEP DPrP DBP DPePDHexP BBP DEHA DcHP DEHP DiOP DOP DiNP

定食１ ND ND 15 ND ND 0.7 ND ND 34 ND ND ND
定食２ 0.2 ND 19 ND ND 11.3 ND ND 12 ND ND ND
定食３ ND ND ND ND ND 2.8 2.6 ND 43 ND 1.1 ND
定食４ 0.2 ND ND ND ND 1.1 ND 1.2 34 ND 0.6 87
定食５ 0.2 ND 17 ND ND 41.3 29.1 ND 304 ND 2.0 ND
定食６ ND ND ND ND ND 1.5 ND ND 32 ND 0.5 ND
定食７ 0.3 ND ND ND ND 0.7 ND ND 41 ND ND ND
定食８ ND ND 8 ND ND 0.3 3.9 ND 95 ND 1.5 ND
定食９ ND ND ND ND ND 0.1 ND ND 13 ND ND ND
定食１０ ND ND ND ND ND 2.5 2.8 ND 77 ND 0.4 ND
検出量平均値* - - - - - 6.2 - - 68 - - -
購入日時より２４時間以内に試料液を調製した．
試料の20%の水を加え，60gサンプリングした．
* すべての検体で検出された化合物のみ，検出量平均値を示した．
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Table 21-1. Ｖ病院給食の献立
（1999年）
月／日 （曜） 朝食 昼食 夕食
10/17 （日） 米飯

味噌汁（はくさい等）
卵入りソテー（きゃべつ等）
ごま和え（いんげん）
ふりかけ（ひじき）

米飯
赤魚煮魚
二色和え（きのこ）
スパゲティーサラダ
牛乳

米飯
味噌汁（ワカメ等）
豚ロース生姜焼
チンゲン舞茸ソテー
ひじき大豆旨煮
しその実漬
バナナ

10/18 （月） 米飯
味噌汁（はくさい等）
山菜巾着
生姜和え（キャベツ等）
ふりかけ（たまご）

米飯
肉野菜煮
ごま和え（ほうれん草）
トマト
牛乳

米飯
味噌汁（豆腐等）
天ぷら（口細かれい、メキシ
コエビ等）
大根おろし
胡瓜タコ酢物
野沢菜漬
梨

10/19 （火） 米飯
味噌汁（だいこん等）
笹かまぼこ
ひじき煮
ふりかけ（たまご）

米飯
鮭味噌漬焼
甘酢生姜
卵豆腐
モヤシソテー
牛乳

米飯
肉汁（里芋）
すけそう鱈煮魚
カニサラダ
なめこ道楽
パイナップル

10/20 （水） 米飯
味噌汁（はくさい等）
ウインナーロール
茹ブロッコリー
しめじエノキ煮浸し
ふりかけ（みりん）

米飯
豚しゃぶゴマだれかけ
茹キャベツ
小松菜打豆煮浸し
菊ひたし
牛乳

米飯
味噌汁（しじみ）
ぶり照焼
大根おろし
のっぺい（里芋等）
野沢菜漬
みかん

10/21 （木） 米飯
味噌汁（豆腐等）
納豆
白菜炒め煮
焼のり

米飯
銀だら照焼
昆布佃煮
さつま芋レモン煮
なめこおろし
牛乳

米飯
ニラ玉汁
酢豚
ナムル
胡瓜風味
梨

10/22 （金） 米飯
味噌汁（はくさい等）
さんま蒲焼缶
大根おろし
里芋旨煮
味付のり

米飯
肉ジャガ
小松菜ちくわ煮浸し
杏仁豆腐
牛乳

米飯
味噌汁（じゃがいも等）
おでん
胡瓜エノキ醤油和え
瓜奈良漬
オレンジ

10/23 （土） 米飯
味噌汁（だいこん等）
昆布豆
白菜煮浸し
ふりかけ（のり）

米飯
鶏肉風味漬焼
茹ブロッコリー
ポテトインゲン煮
トマト
牛乳

米飯
味噌汁（コマツナ等）
ギス煮魚
キャベツソテー
たくあん
バナナ

料理・食材名の表記方法は、各病院の方式による。
各試料の重量はTable 24に記載した。
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Table 21-2. Ｗ病院給食の献立
（1999年）
月／日 （曜） 朝食 昼食 夕食
12/6 （月） 米飯

ミニ海苔
味噌汁（たまねぎ等）
煮物（かぶ）
牛乳

米飯
炊き合わせ（里芋、だいこん
等）
野菜炒め（キャベツ、ピーマ
ン等）
サラダ（かぼちゃ等）

米飯
えび玉
筑前煮
フルーツ盛り合わせ（かき、り
んご、グレープフルーツ）

12/7 （火） 米飯
梅びしお
味噌汁（豆腐等）
おかか和え（モヤシ、ほうれ
ん草等）
牛乳

米飯
煮魚
金平ごぼう
みかん

米飯
ハンバーグ
和えもの（はくさい等）
清汁（そうめん等）

12/8 （水） 米飯
ミニ海苔
味噌汁（はくさい等）
炒めなます（だいこん等）
牛乳

米飯
鰯の梅干煮
ポテトサラダ
バナナ

米飯
鶏肉甘酢あんかけ
胡麻和え（キャベツ等）
きのこ汁

12/9 （木） 米飯
味付け海苔
味噌汁（なす等）
ひじきのサラダ
牛乳

かけそば（ほうれんそう等）
煮物（生揚げ、里芋等）
パンプキンケーキ

米飯
ムニエル（さけ）
春雨サラダ
柿

12/10 （金） 米飯
ふりかけ
味噌汁（だいこん等）
たらこ和え（しめじ等）
牛乳

カレーライス
盛り合わせサラダ（ブロッコ
リー等）
ヨーグルトゼリー

米飯
吹き寄せ焼き（さば等）
そぼろあんかけ（かぼちゃ
等）
清汁（焼麩等）

12/11 （土） 米飯
ミニ海苔
味噌汁（じゃがいも等）
からし和え（はくさい等）
乳酸菌飲料

食パン
ジャム
マーガリン
ホイル焼き（さわら等）
マカロニサラダ
牛乳

鮭寿司
湯豆腐
酢の物（きゅうり等）
りんご

12/12 （日） 米飯
味付け海苔
味噌汁（たまねぎ等）
大根の煮物
牛乳

米飯
鶏肉南蛮つけ焼
吉野煮（かぶ等）
味噌汁（はくさい等）

米飯
擬製豆腐
野菜炒め（もやし等）
糸昆布の煮物

料理・食材名の表記方法は、各病院の方式による。
各試料の重量はTable 24に記載した。
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Table 22. 病院食分析期間中の操作ブランク値及びLOD
DEP DPrP DBP DPeP DHexP BBP DEHA DcHP DEHP DiOP DOP DiNP

機関Ａ blank平均(ng/g) 0.3 11.4 1.5 0.1 10.2 0.0
(n=16) blank SD(ng/g) 0.2 7.5 0.5 0.1 7.7 0.0
blank最小値 0.0 3.6 0.5 0.0 4.8 0.0
blank最大値 0.6 33.4 2.5 0.4 32.7 0.2
LOD1(SD*3) 0.5 22.5 1.5 0.4 23.0 0.1
LOD2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 4 0.1 4
LOD3 0.5 0.1 22.5 0.1 0.1 1.5 0.4 0.1 23.0 4 0.1 4

機関Ｂ blank平均(ng/g) 0.1 3.5 0.0 3.6 0.1
blank SD(ng/g) 0.1 1.4 0.1 1.8 0.1
blank最小値 0.1 1.4 0.0 1.5 0.0
blank最大値 0.3 7.5 0.2 8.1 0.1
LOD1(SD*3) 0.2 4.4 0.1 5.4 0.4
LOD2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 5 0.1 6
LOD3 0.2 0.1 4.4 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 5.4 5 0.4 6

機関Ｃ blank平均(ng/g) 0.2 2.1 0.0 0.1 0.2 1.6 0.1
(n=11) blank SD(ng/g) 0.0 0.5 0.0 0.1 0.2 1.3 0.1
blank最小値 0.2 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
blank最大値 0.2 3.1 0.1 0.4 0.5 4.2 0.2
LOD1(SD*3) 0.1 1.6 0.1 0.3 0.6 3.8 0.2
LOD2 0.05 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1 0.2 0.2 10 0.2 10
LOD3 0.1 0.1 1.6 0.1 0.1 0.3 0.6 0.2 3.8 10 0.2 10

３機関共通のLOD 0.5 0.1 22.5 0.1 0.1 1.5 0.6 0.2 23.0 10 0.4 10

空欄は、空試験で検出されなかったもの。
試料中濃度に換算した値（ng/g）。
LOD1は操作ブランク値の標準偏差の３倍.
LOD2はGC/MSの機械的な検出下限値(S/N=3)
LOD3はLOD1及びLOD2の大きい方。測定値の算出に使用したLODはLOD3である。
有効数字は、LOD1は小数点以下１桁までとした。LOD2は各化合物で異なる。
３機関共通のLODとは、各機関のLOD3の中で最も大きい値。
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